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いかす 
自転車をヨコハマでの暮らしやまちづくりにいかす 
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方針１ 健康的な「ライフスタイル」にいかす 
 

 本市では、今後の人口減少・超高齢社会の進

展が見込まれる中で、市民の健康寿命の延伸

が重要な課題となっています。 

 健康寿命の延伸に向けては、生活習慣病の予

防のため運動習慣をつくることが重要です。

自転車を活用することで、日々の暮らしの中

で運動時間を手軽に効率良く確保すること

が可能になります。 

 サイクルスポーツとしての自転車に触れることも、自転車に親しむきっかけの一つとして重要で

す。 

 横浜での健康的なライフスタイルを実現するために、自転車を活用した健康づくりや、サイクル

スポーツの楽しさを伝える施策を展開します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（１）自転車を活かした 
健康づくりの支援 

施策❶ 健康づくりと自転車に関する情報提供 
 

施策❷ 自転車通勤に関する取組の推進 
 

（２）サイクルスポーツ 
への興味を高める 
取組推進 

施策❸ 国際大会を通じたサイクルスポーツの振興 
 

施策❹ サイクルスポーツ環境の充実 
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方針１ 健康的な「ライフスタイル」にいかす 

（１）自転車を活かした健康づくりの支援 

 自転車の持つ心身の健康づくりへの効果に注目し、自転車の健康的な楽しみ方や、自転車通勤に

関する情報提供を行うなど、自転車を活かした健康的なライフスタイルを支援する取組を進めま

す。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■自転車に乗ることの運動強度 
 
 
 
 

施策❶ 健康づくりと自転車に関する情報提供 

 生活習慣病の予防等、自転車の健康づくりへの効果について、様々な研究が進められていま

す。 

 自転車活用のポータルサイトを立ち上げ、健康づくりをキーワードとした情報を提供するほ

か、イベント等での周知啓発等を通じ、健康づくりと自転車に関する情報提供を行います。 

METs（メッツ）：運動強度の単位。安静時を１とした時と比較して、何倍のエネルギーを消費するかで、活動の強度を示したもの。 
【出典】国立健康・栄養研究所「特定保健指導におけるアクティブガイド」 

施策❷ 自転車通勤に関する取組の推進 

 市内企業に対して、自転車通勤の効果や自転車通勤者

の受入態勢づくりに関する情報提供を行います。 

 自転車通勤者がルールを守って安全に自転車を利用で

きるよう、周知啓発を行います。 
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方針１ 健康的な「ライフスタイル」にいかす 

（２）サイクルスポーツへの興味を高める取組推進 

 市内では、市民が参加できるサイクルスポーツの

大会や、自転車競技を含む国際的なスポーツイベ

ント「ＩＴＵ世界トライアスロンシリーズ／パラ

トライアスロンシリーズ横浜大会」が開催されて

います。 

 様々な場面で、市民がサイクルスポーツにふれあ

い、関心を高める取組を推進します。 

 

 

施策❹ サイクルスポーツ環境の充実 

 ロードバイクやＢＭＸ、タンデム自転車など様々な自転車を誰もが楽しめる環境づくりや、情

報提供の充実を図ります。 

■タンデム自転車試乗会 

 

■新横浜公園ＢＭＸ練習場 

 

施策❸ 国際大会を通じたサイクルスポーツの振興 

 「ＩＴＵ世界トライアスロンシリーズ／パラトライアスロンシリーズ横浜大会」を開催し、自

転車競技を「みる」機会を広く市民に提供することにより、サイクルスポーツへの関心を高め

ます。 

 同大会に関連して、市民が気軽に参加できるイベント等を実施します。 

■世界トライアスロンシリーズ／パラトライアスロンシリーズ 
・ＩＴＵ世界トライアスロンシリーズ／パラトライアスロンシリーズは、世界最高峰の大会です。 

・全世界を巡るシリーズ大会であり、横浜は東アジア唯一の開催都市です。 

 

ITU 世界トライアスロンシリーズ横浜大会 
© Shinji KAWATA/JTU 

©Satoshi TAKASAKI/JTU © Shinji KAWATA/JTU 
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方針２ 横浜らしい「まちづくり」にいかす 
 

 本市では比較的平坦な都心臨海部に観光資源が多く存在し、国内外から観光客が訪れています。

また都心臨海部では、公共交通の補完的な役割を担うものとして、コミュニティサイクル事業（ベ

イバイク）を展開しています。観光地としての魅力向上を目指し、都心臨海部での自転車利用環

境を充実させることで、利便性・回遊性の向上を図ります。 

 市域全体で自転車を利用しやすい環境をつくっていくため、まちづくりに関連する計画等におい

て、自転車の活用を検討します。また、災害時における自転車の活用を図ります。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（１）観光や賑わいのある 
まちづくりでの 
自転車活用の推進 

施策❺ 
 

施策❻ コミュニティサイクル事業の推進 
 

施策❼ 
 

（２）まちづくりと 
連携した自転車 
活用の推進 

施策❽ 
 

施策❾ 災害対応での自転車活用 
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方針２ 横浜らしい「まちづくり」にいかす 

（１）観光や賑わいのあるまちづくりでの自転車活用の推進 

 観光施設や業務施設が集積し、国内外から多くの来街者が訪れる都心臨海部において、徒歩やバ

スなどの移動手段に加えて自転車もさらに利用しやすい環境を創出することで、回遊性の向上に

つなげます。 

 ポータルサイトを整備し、自転車に関する様々な情報を発信します。また地域でのサイクルイベ

ントの実施支援を行うなど、賑わいあるまちづくりの取組を推進します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

施策❺ 都心臨海部の観光ニーズに応じた自転車利用環境づくりの推進 
 

施策❼ 自転車を活用した地域の賑わいあるまちづくりの推進 
 
 自転車を暮らしや健康づくり、観光など、様々な場面

で活用し、まちの賑わいに繋がるよう、自転車に関す

る情報を分かりやすく伝える自転車活用ポータルサイ

トを立ち上げ、情報発信します。 

 地域の賑わいを創出するサイクルイベントの開催支援

や、地域の歴史や自然などの地域資源を巡るサイクリ

ングマップ等の活用支援を行います。 

■サイクルスタンプラリーの開催 

 

 

 都心臨海部における観光ニーズに応じた自転車活用を

推進するため、自転車通行空間の整備や、観光施設・

公園・港湾緑地等での駐輪場の設置を検討します。 

 自転車通行空間、駐輪場、観光施設等の情報をまとめ

たサイクリングマップを通じ、情報提供を進めます。 

 鉄道事業者との連携を強化し、サイクリストの受入に

資するサービスの充実を図ります。 

施策❻ コミュニティサイクル事業の推進 
 
 本市と民間事業者が協働で進めている、横浜都心部

コミュニティサイクル「ベイバイク」について、観

光や業務等を含めた、様々な場面での利用を想定

し、サイクルポートの拡充や、イベント時の臨時ポ

ート設置による PR などの利用促進を進めます。 

 民間事業者が単独で実施する自転車貸出サービス

（シェアサイクル事業）について、国の動向を踏ま

え支援のあり方を検討します。 

(C)Hideo MORI 

© Aardman Animations Ltd 2019 

都心臨海部 

ベイバイクのポート（中区） 
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方針２ 横浜らしい「まちづくり」にいかす 

（２）まちづくりと連携した⾃転⾞活⽤の推進 

 市や区が策定するまちづくりに関連する計画や事業において、ハード・ソフト両面での自転車活

用の推進を検討します。 

 本市では、神奈川県自転車商協同組合と災害時における公用自転車の調達等に関する協定を締結

しており、引き続き災害対応や復旧時での自転車の活用を推進します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

施策❽ まちづくりに関連する計画・事業での自転車活用の推進 
 
 自転車活用の着実な取組を推進するため、本市のまちづくりに関連する計画と連携を図りま

す。 

 都市計画マスタープラン（区プラン含む）、横浜都市交通計画、横浜市地球温暖化対策実行

計画などの各種計画と、自転車の活用に関する連携を図ります。 

 自転車通行空間、駐輪場の整備など、ハード整備を伴う施策については、道路事業、市街地

開発事業等と連動し、まちにあった適切な整備を進めます。 

施策❾ 災害対応での自転車活用 
 

 災害時の公用自転車の調達・修理等に関して、神奈川県自転車商協同組合との協定を締結す

るなど、災害時の活用を想定した取組を進めています。 

 災害発生後の情報収集や復旧時での自転車の活用を推進します。 


